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▲第2回定例会
　議案審議の様子

第２回定例会

条
例
や
補
正
予
算
な
ど

　

件
を
可
決

５６
第
２
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た

議
案
と
審
議
結
果

・
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
石
巻
市
介
護
保
険
料
の
減
免
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
議
会
傍
聴
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

・
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
つ
い
て

・
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

・
業
務
委
託
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

・
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（　

件
）

１５

・
工
事
請
負
の
契
約
締
結
に
つ
い
て

　

（（
仮
称
）
石
巻
消
防
署
西
分
署
建
設
工
事
）

　

（
災
復　

－

１
号
東
４
処
理
分
区
汚
水
管
渠（
１
工
区
）災
害
復
旧
工
事
）

２７

　

（
災
復　

－

２
号
東
４
処
理
分
区
汚
水
管
渠（
２
工
区
）災
害
復
旧
工
事
）

２７

　

（
災
復　

－

１
号
東
９
〜　

処
理
分
区
汚
水
管
渠（
１
工
区
）災
害
復
旧
工
事
）

２９

１５

　

（
災
復　

－

１
号
中
央
第
３
処
理
分
区
汚
水
管
渠
災
害
復
旧
工
事
）

３６

　

（
大
宮
町
津
波
避
難
タ
ワ
ー
建
設
工
事
）

　

（　

年
災
熊
沢
漁
港
ほ
か
4
漁
港
災
害
復
旧
工
事
）

２３

　

（
魚
町
水
産
加
工
団
地
汚
水
管
（
５
工
区
）（
６
工
区
）
布
設
工
事
）

　

（
下
釜
第
一
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
宅
地
造
成
道
路
築
造
工
事
）

　

（
湊
東
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
宅
地
造
成
道
路
築
造
工
事
）

　

（
湊
北
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
宅
地
造
成
道
路
築
造
工
事
）

・
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

（（
仮
称
）
石
巻
第
二
霊
園
整
備
工
事
）

　

（
桜
坂
高
等
学
校
建
設
そ
の
他
工
事
）

　

（
桜
坂
高
等
学
校
建
設
そ
の
他
機
械
設
備
工
事
）

　

（　

年
災
名
振
漁
港
中
突
堤
ほ
か
災
害
復
旧
工
事
）

２３

　

（　

年
災
前
網
漁
港
防
波
堤
ほ
か
災
害
復
旧
工
事
）

２３

　

（　

年
災
谷
川
漁
港
災
害
復
旧
工
事
）

２３

　

（　

年
災
長
渡
漁
港
災
害
復
旧
工
事
ほ
か
改
良
工
事
）

２３

　

（
魚
町
水
産
加
工
団
地
汚
水
管
（
３
工
区
）
布
設
工
事
）

・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を
推
薦
す
る
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
を
選
任
す
る
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

人

事

そ　

の　

他
浮
津
康
逸
氏
・
渥
美
佳
子
氏
・
千
葉
秀
子
氏
・
木
村
龍
子
氏
・

馬
場
務
氏
・
米
谷
智
惠
子
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
異
議
が
な
い

手
島
克
彦
氏
・
須
田
佑
氏
・
菅
原
清
氏
・
板
橋
敬
吾
氏
・

石
川
壽
一
氏
・
石
堂
紳
一
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
平
成　

年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）（
第
５
号
）

２６

・
平
成　

年
度
石
巻
市
市
街
地
開
発
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

２６

（
第
３
号
）

・
平
成　

年
度
石
巻
市
産
業
用
地
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

２６

・
平
成　

年
度
石
巻
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

２６

・
平
成　

年
度
石
巻
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

２６

・
平
成　

年
度
石
巻
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

２６

・
平
成　

年
度
石
巻
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
対
す
る

２６

附
帯
決
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

・
石
巻
市
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
運
営
審
議
会
条
例

・
石
巻
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
石
巻
市
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

条
例
・
規
則

予　
　
　

算

　

平
成　

年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月　

日
か
ら
７
月
７
日

２６

２０

ま
で
の　

日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１８

　

今
定
例
会
で
は
、
条
例
や
補
正
予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案

　

件
、
委
員
会
提
出
議
案
2
件
、
人
事
案
件
２
件
、
計　

件

５２

５６

の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
さ
れ

ま
し
た
。



3 　今回の補正予算は、ふるさと納税「がんばる石巻応援寄附」の寄附者に対する特産品等の発送に要する経費の

ほか、雄勝、北上、牡鹿地域の拠点整備に係る公共施設基本計画の策定に要する経費、（仮称）復興まちづくり

情報交流館の整備に要する経費、立町アーケード撤去に伴う補助金、石巻漁港荷捌き所の整備に要する経費、（仮

称）水産総合振興センター用地の購入に要する経費、津波復興拠点整備に向けた補償調査等に要する経費、石巻

駅周辺整備に要する経費、二俣小学校耐震補強整備に要する経費及び中瀬公園の災害復旧費などについて、所要

額を措置したもの。

可決された補正予算のおもな中身は

◆農林水産業費では

　・石巻漁港荷捌き所の整備に要する経費など

◆商工費では

　・立町アーケード撤去、街路灯設置に係る事業者へ

の補助金など

◆土木費では

　・石巻駅周辺の交通渋滞緩和対策のための測量設計

等に要する経費など

◆消防費

　・防災行政無線のデジタル化に伴う個別受信機等の

整備に要する経費など

◆教育費

　・二俣小学校の耐震補強整備に要する経費など

◆災害復旧費

　・中瀬公園の災害復旧に要する経費

　・魚町水産加工団地既設マンホール

等の修繕に要する経費など

◆総務費では

　・ふるさと納税「がんばる石巻応援寄附」の寄附者

に対する特産品等の発送に要する経費など

◆民生費では

　・民間保育所新増築に対する補助金

　・渡波地区保育所再建に要する経費など

◆衛生費では

　・母子保健法に基づき、身体の発育が未熟なまま生

まれ、入院を必要とする乳児の入院養育に係る医

療費給付に要する経費の増額

　・働く世代の女性支援のためのがん検診事業推進に

要する経費

　・夜間急患センターの建設に向けた実施設計等に要

する経費

　・「新しい東北」先導モデル事業の実施に係る石巻市

地域包括ケア推進協議会への負担金など

◆労働費では

　・雇用創出基金事業を活用した障害福祉サービス等

利用計画を作成するための地域人づくり事業に要

する経費

第2回定例会で議決した議案の主な内容

◆石巻市夜間急患センター運営審議会条例

　○東日本大震災により被災した石巻市夜間急患センターの再建に当たり、その健全な運営を図るため、本審議

会を設置することとし、本条例を制定するもの。

◆石巻市市税条例の一部を改正する条例

　〇平成26年３月31日に地方税法等の一部を改正する法律が公布。施行されたことに伴い、本条例の一部を改

正するもの。

◆東日本大震災に伴う石巻市国民健康保険税の減免に関する条例の一部を改正する条例

　〇東京電力福島第一原子力発電所事故に伴い、国による避難指示等の対象地域における避難対象者の国民健康

保険税の減免措置に対する財政支援が延長されることから、本条例の－部を改正するもの。

◆土地改良事業の施行について

　〇東日本大震災の影響により、ほ場及び排水施設が沈下し自然排水が機能しない状況にある北上町上田地区に

おいて、本市が土地改良事業を施行するに当たり、その事業計画の概要について土地改良法第96条の２第２

項に基づき議会の議決を求めるもの。

可決された条例から

その他の議案から
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牡
鹿
地
区
は
、
お
し
か
ホ
エ
ー
ル
ラ
ン
ド
の

復
旧
及
び
イ
ベ
ン
ト
広
場
等
の
整
備
に
つ
い

て
、
北
上
地
区
は
、
北
上
総
合
支
所
及
び
学

校
施
設
の
復
旧
、
併
せ
て
消
防
署
出
張
所
の

集
約
等
に
つ
い
て
の
基
本
計
画
で
あ
る
。

　

総
合
交
通
戦
略
調
査
業
務
の
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

　

市
内
全
域
を
対
象
と
し
、
新
た
な

市
街
地
形
成
に
対
応
し
た
総
合
的
な

公
共
交
通
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
調
査
業

務
で
あ
る
。

　

飯
野
川
第
一
小
学
校
と
飯
野
川
第

二
小
学
校
の
保
護
者
か
ら
出
さ
れ
た

請
願
の
内
容
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　

請
願
は
平
成　

年
４
月
に
両
校
を

２７

統
合
し
、
名
称
は
飯
野
川
小
学
校
と

す
る
こ
と
。
校
舎
は
現
在
の
飯
野
川
第
一
小

学
校
を
利
用
し
、
校
歌
は
２
校
が
分
か
れ
る

前
の
飯
野
川
小
学
校
の
校
歌
を
希
望
す
る
。

さ
ら
に
、
円
滑
に
統
合
が
進
む
よ
う
、
児
童

へ
の
き
め
細
や
か
な
対
応
と
、
遠
距
離
通
学

に
伴
う
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
を
要
望
す
る

内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

統
合
に
向
け
て
は
、
教
員
を
加
配
し
、
子

供
た
ち
を
ケ
ア
す
る
と
と
も
に
、
両
校
の
交

流
事
業
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
運
行
す
る
予
定
で
、
学
校

と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　

蛇
田
小
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
事

業
の
内
容
と
、
新
市
街
地
形
成
に
よ

る
新
た
な
学
校
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
平
成　

年
２７

度
に
施
工
予
定
の
蛇
田
小
学
校
屋
内

運
動
場
移
転
に
要
す
る
実
施
設
計
と
地
質
調

査
委
託
料
を
計
上
し
て
い
る
。
学
校
側
と
計

画
内
容
を
詰
め
て
い
る
が
、
現
在
の
屋
内
運

動
場
を
使
い
な
が
ら
、
校
舎
西
側
の
道
路
向

か
い
の
校
庭
脇
に
建
設
を
予
定
し
て
い
る
。

　

新
市
街
地
形
成
に
よ
る
、
蛇
田
地
区
へ
の

新
た
な
学
校
設
置
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、

蛇
田
地
区
の
児
童
生
徒
数
の
推
計
で
は
、
新

た
な
学
校
を
設
置
し
な
く
と
も
よ
い
見
通
し

で
あ
る
が
、
将
来
的
に
は
市
内
中
心
部
を
初

め
と
す
る
人
口
動
態
等
に
よ
り
、
学
区
の
再

編
は
必
要
と
な
る
可
能
性
は
あ
る
。

　

補
助
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　

こ
れ
ま
で
設
置
義
務
が
な
か
っ
た

床
面
積
２
７
５
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

の
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
ス
プ

　

６
月　

日
の
本
会
議
で
、
条
例
、
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
総

２３

務
企
画
、
環
境
教
育
、
保
健
福
祉
、
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
で
審
査
さ
れ
た
こ
と
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
の
質
疑
と
答
弁

の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

　

納
入
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

　

平
成　

年
度
は　

件
２
９
５
万
円
、

２０

１５

平
成　

年
度
は
１
１
６
件
６
５
６
万

２１

９
千
円
、
平
成　

年
度
は
１
６
５
件
９
３
２

２２

万
円
、
平
成　

年
度
は
１
８
９
件
３
’２
２

２３

１
万
１
千
円
、
平
成　

年
度
は
１
６
７
件

２４

１
’４
１
８
万
６
千
円
、
平
成　

年
度
は
１

２５

９
８
件
約
２
’５
０
０
万
円
。

　

謝
礼
品
に
つ
い
て
伺
う
。

　

今
回
再
開
す
る
に
あ
た
り
、
寄
附

金
額
に
よ
り
５
千
円
以
上
１
万
円
未

満
、
１
万
円
以
上
３
万
円
未
満
、
３
万
円
以

上
５
万
円
未
満
、
５
万
円
以
上　

万
円
未
満
、

１０

　

万
円
以
上
と
金
額
区
分
を
細
分
化
し
、
概

１０ね
寄
附
金
額
の　

％
か
ら　

％
相
当
の
物
産

３０

４０

を
送
付
予
定
。

　

（
仮
称
）復
興
ま
ち
づ
く
り
情
報
交

流
館
設
置
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
状

況
や
ま
ち
づ
く
り
の
状
況
を
情
報
発

信
す
る
施
設
で
あ
り
、
新
設
及
び
既
存
の
建

物
の
活
用
も
検
討
対
象
と
し
、
全
５
か
所
を

想
定
し
て
い
る
。

　

拠
点
整
備
に
係
る
施
設
基
本
計
画

の
策
定
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　

雄
勝
地
区
は
雄
勝
総
合
支
所
の
復

旧
、
雄
勝
硯
伝
統
産
業
会
館
及
び
集

会
所
や
消
防
署
出
張
所
の
集
約
等
に
つ
い
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

総
務
企
画
委
員
会

各
常
任
委
員
会
で
の
審
査

各
常
任
委
員
会
で
の
審
査

東
日
本
大
震
災
関
係
費
に
つ
い
て

石
巻
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

環
境
教
育
委
員
会

蛇
田
地
区
へ
の
新
た
な
学
校
設
置
の
考

え
は

介
護
基
盤
緊
急
整
備
等
特
別
対
策
事
業

費
に
つ
い
て

保
健
福
祉
委
員
会
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リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
に
対
し
、
１
平
方
メ
ー
ト

ル
当
た
り
９
’０
０
０
円
の
補
助
金
を
措
置

し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
市
内
に
あ
る
認

知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　

施
設
全
て

２４

に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
が
設
置
さ
れ
る
。

　

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う

　

城
内
団
地
と
大
原
団
地
に
つ
い
て

は
、
健
康
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
状
態

で
あ
り
、
居
室
の
状
況
に
よ
り
、
天
井
パ
ネ

ル
、
断
熱
材
、
畳
等
、
全
て
新
し
く
す
る
こ

と
を
含
め
て
措
置
し
た
。
ま
た
、
仮
設
住
宅

の
健
康
調
査
の
実
施
状
況
は
、
６
月　

日
及

２１

び　

日
に
城
内
団
地
及
び
開
成
団
地
で
、
国

２２
立
医
薬
品
食
品
衛
生
研
究
所
及
び
国
立
病
院

機
構
相
模
原
病
院
の
医
師
を
中
心
に
集
団
健

診
を
実
施
し
て
お
り
、
対
象
者
３
７
０
名
の

う
ち
、
主
に
症
状
が
あ
る
方
な
ど
約
１
３
０

名
が
受
診
し
て
い
る
。
今
後
は
、
カ
ビ
に
限

ら
ず
、
呼
吸
器
疾
患
は
、
肺
が
ん
、
結
核
検

診
等
に
よ
り
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
結

び
つ
く
よ
う
、
地
域
生
活
支
援
員
、
保
健
師
、

看
護
師
及
び
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
の

巡
回
に
よ
り
、
受
診
を
勧
め
る
な
ど
の
対
策

を
講
じ
た
い
。

　

建
設
事
業
費
が
１
３
７
億
円
と

な
っ
た
経
緯
及
び
財
源
の
確
保
に
つ

い
て
伺
う
。

　

実
施
設
計
は
本
年
５
月
末
に
完
成

し
た
が
、
２
月
末
に
気
仙
沼
市
立
病

院
で
入
札
不
調
が
あ
り
、
建
設
費
高
騰
に
よ

る
影
響
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
、
実
施
設
計
途

中
で
は
あ
っ
た
が
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

今
回
、
提
案
し
て
い
る
財
源
は
、　

億
円
の

３４

起
債
と
、
一
般
会
計
か
ら
の　

億
円
の
繰
出

３４

支
出
で
あ
り
、
起
債
に
つ
い
て
は
、　

年
間

３０

の
分
割
払
い
と
な
る
。
交
付
税
措
置
分
を
除

く
実
質
負
担
は
年
間
で
約
1
億
2
千
万
円
程

度
で
あ
り
、
一
般
会
計
負
担
金
の
う
ち
、
半

分
は
合
併
特
例
債
を
発
行
で
き
、
残
り
の　
１７

億
円
が
災
害
分
と
し
て
交
付
さ
れ
た
特
別
交

付
税
を
原
資
に
積
み
立
て
た
震
災
復
興
基
金

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
平
成　

年
７
月
の

２８

開
院
に
向
け
て
、　

億
円
全
額
を
復
興
交
付

６８

金
の
中
で
確
保
で
き
る
よ
う
、
市
議
会
と
一

体
と
な
り
、
国
、
県
へ
要
望
し
て
行
き
た
い
。

　

な
お
、
本
議
案
の
採
決
後
、
附
帯
決
議
が

提
案
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ

り
可
決
し
、
委
員
会
提
出
議
案
と
し
て
本
会

議
へ
提
案
し
て
お
り
ま
す
。（
詳
細
は
、
６

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

（
仮
称
）水
産
総
合
振
興
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
費
に
係
る
、
建
設
用
地
確

保
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　

不
動
産
鑑
定
の
結
果
に
基
づ
き
、

税
務
署
と
土
地
の
取
得
に
関
す
る
税

の
特
別
控
除
に
つ
い
て
調
整
を
図
っ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

　

税
務
署
と
の
調
整
が
整
い
し
だ
い
、
地
権

者
に
金
額
を
提
示
し
、
交
渉
し
て
い
く
。

　

具
体
的
な
事
業
概
要
に
つ
い
て
伺

う
。

　

本
年
度
か
ら
の
３
ヵ
年
度
事
業
と

し
て
、
北
上
地
区
に
地
域
資
源
を
生

か
し
た
施
設
園
芸
の
拠
点
を
つ
く
り
、
そ
の

中
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
生
産
管
理
と
大
規

模
施
設
に
よ
る
効
率
の
よ
い
施
設
園
芸
に
取

り
組
む
も
の
で
あ
る
。

　

今
年
度
は
基
盤
整
備
、
来
年
度
に
植
物
工

場
建
設
、
平
成　

年
度
に
技
術
実
証
と
い
う

２８

予
定
で
あ
る
。

　

同
事
業
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
構

成
と
事
業
規
模
に
つ
い
て
伺
う
。

　

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
共
同
体
）
の

構
成
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
生
産
法

人
が
２
社
、
野
菜
等
の
流
通
を
扱
っ
て
い
る

企
業
が
２
社
、
石
巻
青
果
市
場
、
宮
城
県
、

石
巻
市
の
７
団
体
で
構
成
し
て
お
り
、
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
、
施
設
園
芸
に
造
詣
の
深

い
宮
城
大
学
と
東
北
大
学
の
教
授
２
名
を
委

嘱
し
て
い
る
。

　

事
業
規
模
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
施
設
で

集
約
を
行
う
こ
と
か
ら
、　

ヘ
ク
タ
ー
ル
の

1.2

建
物
２
棟
で
、
ト
マ
ト
と
パ
プ
リ
カ
の
生
産

を
行
う
。
栽
培
作
物
の
管
理
、
収
穫
、
出
荷

等
の
作
業
も
あ
る
た
め
、　

名
の
雇
用
創
出

２８

を
計
画
し
て
い
る
。

　

中
瀬
公
園
全
体
の
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

　

今
年
度
は
測
量
、
基
本
設
計
及
び

地
質
調
査
を
実
施
、
来
年
度
は
実
施

設
計
と
用
地
取
得
、
平
成　

年
度
以
降
も
引

２８

き
続
き
用
地
取
得
と
造
成
工
事
を
実
施
し
、

目
標
完
成
年
次
は
平
成　

年
度
で
あ
る
。

３２

　

但
し
、
本
工
事
予
算
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

財
源
確
保
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

事
業
手
法
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

　

各
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

　

住
居
系
の
５
地
区
で
あ
る
新
門
脇
、

湊
東
、
湊
北
、
下
釜
第
一
、
中
央
一

丁
目
に
つ
い
て
は
事
業
認
可
済
み
で
あ
り
、

仮
換
地
指
定
に
向
け
た
個
別
の
説
明
会
を

行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
産
業
系
の
４
地
区
で
あ
る
湊
西
、

上
釜
南
部
、
下
釜
第
一
南
部
、
下
釜
第
二
南

部
に
つ
い
て
は
、
湊
西
が
事
業
認
可
済
み
で

あ
る
が
、
残
り
３
地
区
は
年
内
の
都
市
計
画

決
定
を
目
指
し
て
、
地
元
へ
の
説
明
会
を

行
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
今
後
も
地
権
者
の
賛
同
を
得
ら
れ

る
よ
う
に
、
丁
寧
な
説
明
を
続
け
て
い
く
。

（
仮
称
）水
産
総
合
振
興
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て 産
業
建
設
委
員
会

仮
設
住
宅
の
カ
ビ
発
生
問
題
の
対
応
に

つ
い
て

石
巻
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

次
世
代
施
設
園
芸
導
入
加
速
化
支
援
事

業
費
に
つ
い
て

公
園
災
害
復
旧
費
に
つ
い
て

市
街
地
開
発
事
業
に
つ
い
て
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第２回定例会
起立採決のあった議案に対する
各議員の賛否
（このほかの55議案については、全て全会
一致の賛成により可決されました。）

平成２６年度石巻市病院事
業会計補正予算（第１号）

氏  名

議
席
番
号

×黒須　光男1

○奥山　浩幸2

○阿部　利基3

○�橋　憲悦4

○楯石　光弘5

－安倍　太郎6

○阿部　正春7

○遠藤　宏昭8

○大森　秀一9

○木村　忠良10

○櫻田　誠子11

○渡辺　拓朗12

○首藤　博敏13

○山口荘一郎14

○水澤冨士江15

○渡邉　昌明16

○阿部　正敏17

○近藤　　孝18

○阿部　久一19

○丹野　　清20

○森山　行輝21

○阿部欽一郎22

○伊藤　啓二23

○千葉　眞良24

○�橋　栄一25

○青山　久栄26

○庄司　慈明27

○西條　正昭28

○後藤　兼位29

○千田　直人30

28賛　　　成

1反　　　対

0退　　　席

0欠　　　席

※○：賛成、×：反対
※安倍太郎議員は議長であるため採決には加わ
りません。

▲▲第２回定例会　平成２６年度石巻市病院事業会計補正予算
（第１号）の起立採決の様子

　平成26年度石巻市病院事業会計補正予算（第１号）歳出、１
款資本的支出、１項建設改良費、２目建設改良費において、石
巻市立病院建設事業費として６億8,750万円を増額し、歳入に
県補助金として地域復興事業費補助金を措置し、新たに病院事
業会計に継続費を追加し平成26年度から平成28年度までの総
額を137億円とする補正予算が計上された。今回の補正予算は、
市民の健康と生命を守るため、市立病院建設の早期着手・早期
完成を目指し、一般会計からの負担金と企業債を充当したもの
となっている。
　震災以降、石巻赤十字病院への依存度が極端に増している石
巻圏域の医療にとって、石巻市立病院の早期開院は市民の願い
であることに変わりはない。さらには、計上された補正予算が、
宮城県地域医療再生計画で位置付けられた石巻地域医療を確保
するうえで必要な施設であること、ならびに震災以降の資材費・
労務費の高騰を起因としたものであることに一定の理解をする。
　しかしながら、市税収入の状況は回復傾向には無いうえ、こ
れまでの病院増床にかかる財政負担の増、資材費・労務費の高
騰を受けた病院建設費全体の増額経過に対する議会への説明不
足により、財源確保に向けた行政と議会の車の両輪としての動
き出しが遅れたことは、誠に遺憾である。元より、市立病院の
再建は、津波によって被災を受けた病院の災害復旧的要素が強
く、本来は国費負担で賄われるべきでありながらも、宮城県地
域医療再生計画で謳われる病院機能確保のために必要な増床や、
行政では制御の効かない、資材高騰など市単費に負わせること
は、その他必要な復興財政を圧迫し、被災した地域医療のみな
らず、復興全体を停止させかねない。地域医療の早期再建は何
にも替え難い石巻市の使命であるが、市立病院再建設への財政
負担と起債により石巻市の復興が止まらぬよう、本予算の執行
にあたり、下記について万全を期すように求めるものである。

記
１　国の財源手当が無ければ、地域医療どころか石巻市の復興
全体を停止させてしまうとの危機感を持ち、市長は政治責任
をかけて、市立病院建設財源について、国費による財政支援
を確保すること。
２　議会と行政は復興を進める車の両輪であることを意識し、
財源確保については、逐一議会への説明を行うとともに、要
望活動については議会と連携したうえで行うこと。
３　事業の進捗状況及び計画に変更が生じるときは、経過等に
ついて随時報告すること。
４　国、県からの支援がなければ、規模縮小も検討すること。
　以上、決議する。

第第第第第第第第第第第第111111111111555555555555888888888888号号号号号号号号号号号号議議議議議議議議議議議議案案案案案案案案案案案案第158号議案
平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成222222222222666666666666年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度石石石石石石石石石石石石巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻市市市市市市市市市市市市病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計補補補補補補補補補補補補正正正正正正正正正正正正平成26年度石巻市病院事業会計補正
予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算((((((((((((第第第第第第第第第第第第111111111111号号号号号号号号号号号号))))))))))))にににににににににににに対対対対対対対対対対対対すすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるる附附附附附附附附附附附附帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯決決決決決決決決決決決決議議議議議議議議議議議議予算(第1号)に対する附帯決議
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第第第第第第第第第第第
２２２２２２２２２２２
回回回回回回回回回回回
定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会会
ににににににににににに

提提提提提提提提提提提
出出出出出出出出出出出
さささささささささささ
れれれれれれれれれれれ
たたたたたたたたたたた
陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳
情情情情情情情情情情情

議
員
全
員
へ
参
考
回
付
し
ま
し
た

■
漫
画
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
の
配
架
に
係
る
調
査

に
対
す
る
陳
情

（
提
出
者
）
民
主
教
育
を
す
す
め
る
宮
城
の
会

代
表　

太
田　

直
道

　
　
　
　
　

宮
城
県
教
職
員
組
合

執
行
委
員
長　

高
橋　

達
郎

■
介
護
保
険
法
見
直
し
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
陳
情
書

（
提
出
者
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
介
護
サ
ー
ビ
ス
非
営
利
団
体

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
や
ぎ

理
事
長　

齋
藤　

境
子

■
地
区
の
学
校
図
書
館
か
ら
「
有
害
図
書
（
は
だ

し
の
ゲ
ン
）」
撤
去
に
つ
い
て
（
要
請
）

（
提
出
者
）
新
し
い
歴
史
教
科
書
を
つ
く
る
会
宮
城
県
支
部

執
行
部
代
表　

藤
嶋　

一
也

■
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
反
対
を
求
め
る
意
見

書
の
採
択
を
求
め
る
要
請
書

（
提
出
者
）
連
合
宮
城
石
巻
地
域
協
議
会

議
長　

菅
原　

健
二

■
子
ど
も
、
子
育
て
新
制
度
に
つ
い
て
の
陳
情

（
提
出
者
）
宮
城
県
保
育
関
係
団
体
連
合
会

会
長　

藤
崎　
　

隆　

全
国
福
祉
保
育
労
働
組
合
宮
城
支
部

執
行
委
員
長　

佐
藤　

博
英　

宮
城
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

会
長　

刈
田　

啓
史
郎

宮
城
県
保
育
園
経
営
勉
強
会

代
表　

小
幡　

正
子　

■
地
方
自
治
体
に
お
け
る
政
党
機
関
紙
「
し
ん
ぶ

ん
赤
旗
」
の
勧
誘
・
配
布
・
販
売
に
つ
い
て
実

態
調
査
を
要
請
す
る
決
議
を
求
め
る
陳
情

（
提
出
者
）
行
橋
市
議
会
議
員　
　
　

小
坪　

慎
也

■
「
原
子
力
安
全
協
定
」
に
つ
い
て
の
要
請

（
提
出
者
）
反
原
発
自
治
体
議
員
・
市
民
連
盟

共
同
代
表　

相
沢　

一
正　

　
　
　
　
　

佐
野　

け
い
子

　
　
　
　
　

福
士　

敬
子　

　
　
　
　
　

布
施　

哲
也　

■
地
方
教
育
行
政
へ
の
国
や
首
長
の
関
与
の
強
化

に
反
対
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

（
提
出
者
）
民
主
教
育
を
す
す
め
る
宮
城
の
会

代
表　

太
田　

直
道　

　
　
　
　
　

宮
城
県
教
職
員
組
合

執
行
委
員
長　

高
橋　

達
郎　

■
特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
特
定
秘
密

保
護
法
）
を
廃
止
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
を
希
望
す
る
陳
情

（
提
出
者
）
S
T
O
P
!
秘
密
保
護
法
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

宮
城

高
橋　

正
利　

■
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
、
就
学
困
難
な
幼

児
・
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
支
援
事
業
に
か
か

る
陳
情

（
提
出
者
）
民
主
教
育
を
す
す
め
る
宮
城
の
会

代
表　

太
田　

直
道　

■
東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
医
療
費
一
部
負
担
金

免
除
及
び
介
護
保
険
利
用
者
負
担
の
減
免
を
被

災
市
町
村
の
負
担
に
よ
ら
ず
継
続
す
る
た
め
の

財
政
措
置
を
求
め
る
陳
情

（
提
出
者
）
宮
城
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

会
長　

刈
田　

啓
史
郎

■
介
護
保
険
制
度
次
期
見
直
し
に
あ
た
り
「
要
支

援
者
へ
の
介
護
予
防
給
付
の
従
来
通
り
の
継

続
」「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
居
を
要
介

護
３
以
上
に
限
定
せ
ず
従
来
通
り
と
す
る
こ

と
」「
利
用
者
負
担
増
の
中
止
」
を
求
め
る
意
見

書
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

（
提
出
者
）
宮
城
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

会
長　

刈
田　

啓
史
郎
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第
２
回
臨
時
会
に
提
出
さ
れ
た

議
案
と
審
議
結
果

（
平
成　

年
５
月
９
日
開
催
）

２６

緊

急

質

問

問　

市
長
は
、
５
月　

日
に
市
立
病
院
建
設
に
つ
い
て
、
記

１１

者
会
見
さ
れ
ま
し
た
。
読
売
新
聞
は
、
県
か
ら
の
支
援
は

難
し
く
、
国
も
難
色
を
示
す
。
朝
日
新
聞
は
、
財
源
不
足

を
借
金
で
補
て
ん
す
る
こ
と
は
議
会
も
認
め
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
石
巻
か
ほ
く
は
、
復
興
事
業
な
の
で
全
額
負
担

し
て
ほ
し
い
。
最
終
日
に
予
算
を
提
案
し
た
い
と
三
社
三

様
で
し
た
。

　
　

ま
ず
、　

億
円
か
ら
１
３
７
億
円
に
な
っ
た
理
由
で
す

７０

が
、
市
当
局
は
あ
く
ま
で
も
概
算
で
あ
り
、
国
や
県
へ
の

具
体
的
説
明
の
た
め
の
数
字
で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、

病
院
建
設
を
進
め
る
気
仙
沼
市
で
も　

％
の
増
額
で
対
処

１７

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
や
県
か
ら
も
疑
惑
の
目
で
見
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

起
債
の
お
願
い
も
、
県
に
対
し
て
い
ま
だ
説
明
が
な
い

と
聞
い
て
い
る
。

　
　

今
回
の
病
院
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、　

億
円
が
借
金
で

７０

あ
り
、
周
辺
の
道
路
等
整
備
の
不
足
分
が　

億
円
、
ま
た
、

５０

こ
れ
ま
で
の
病
院
会
計
赤
字
が　

億
円
で
あ
り
合
計
１
７

５０

０
億
円
の
借
金
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

赤
字
再
建
団
体
へ
の
転
落
は
十
分
に
考
え
ら
れ
、
孫
か

ら
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
何
し
て
い
た
の
？
」
問
わ
れ
る
の
は

必
然
だ
。
あ
た
り
ほ
と
り
を
見
て
、
し
っ
か
り
進
め
る
べ

き
で
あ
る
。

答　

病
院
建
設
は
あ
く
ま
で
も
復
興
対
策
で
あ
り
、
国
や
県

が
出
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
病
院
建
設
を
遅
ら
せ
て
は
な

ら
な
い
の
で
当
面
起
債
を
充
当
す
る
。
今
後
も
国
の
補
助

金
と
な
る
よ
う
努
力
す
る
。 黒

須　

光
男　
議
員

第
3
回
臨
時
会
（
平
成　

年
6
月　

日
開
催
）

２６

１３

《石巻市議会事務局》

〒986－8501　石巻市穀町14番１号
ＴＥＬ（９５）１１１１（代表）
ＦＡＸ（９６）２２７４
Ｅ-mail

assesc@city.ishinomaki.lg.jp

ご
意
見
拝
聴

〜「
市
民
の 
聲 
」〜

こ
え

　

議
会
運
営
に
つ
い
て
皆
様

の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

石
巻
市
議
会
で
は
、
開
か
れ
た

議
会
を
推
進
し
、
市
民
の
負
託
に

応
え
る
た
め
「
市
民
の
聲
」
を
拝

聴
し
て
い
ま
す
。

　

提
案
や
意
見
は
、
議
場
傍
聴
席

前
に
設
置
し
て
い
る
提
案
箱
へ
の

投
函
の
ほ
か
、
郵
送
、
電
話
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
等

に
よ
り
随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

・
平
成　

年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

２６

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
同　
　

意
）

・
教
育
委
員
会
委
員
を
任
命
す
る
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
承
認
、
原
案
可
決
）

・
専
決
処
分
の
報
告
並
び
に
そ
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

（
石
巻
市
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　

（
石
巻
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　

（
石
巻
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　

（
石
巻
市
企
業
立
地
促
進
等
に
係
る
同
意
集
積
区
域
に
お
け
る
固
定
資

産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　

（
石
巻
市
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
）

　

（
平
成　

年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算
）

２５

　

（
平
成　

年
度
石
巻
市
土
地
取
得
特
別
会
計
補
正
予
算
）

２５

　

（
平
成　

年
度
石
巻
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
）

２５

　

（
平
成　

年
度
石
巻
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
）

２５

　

（
平
成　

年
度
石
巻
市
浄
化
槽
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
）

２５

　

（
平
成　

年
度
石
巻
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
）

２５

・
工
事
委
託
の
年
度
協
定
（
平
成　

年
度
）
の
締
結
に
つ
い
て

２６

・
業
務
委
託
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

・
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
3
件
）

・
工
事
請
負
の
契
約
締
結
に
つ
い
て

　

（
新
蛇
田
南
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
宅
地
造
成
（
そ
の
２
）
工
事
）

　

（
石
巻
市
内
陸
型
産
業
用
地
造
成
工
事
）

・
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

（
石
巻
市
総
合
運
動
公
園
造
成
工
事
）

　

（
狐
崎
浜
１
号
線
道
路
災
害
復
旧
工
事
）

　

（
新
蛇
田
南
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
調
整
池
築
造
工
事
）

予　
　
　

算

人

事

案

件

そ　

の　

他
境
直
彦
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
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一般質問

議員20人が登壇 

市政を問う ！ 

一 般 質 問 一 般 質 問 　第２回定例会の一般質問は、７月１日、

２日、３日、４日の４日間行われました。

今回は20人の議員が市政全般にわたり市

当局の見解をただしました。その中から、

いくつかの質問と答弁の要旨を紹介します。

　なお、このコーナーは質問を行った議員

が自ら、市執行当局の答弁に基づき、記事

の編集を行っています。

一般質問通告一覧
（※議員名の前についている番号は質問順序です）

①黒須　光男
１　市立病院建設の疑念
２　市長の政治姿勢

②千田　直人
１　教育行政に関する課題について
２　桃生地域懸案事項について

③遠藤　宏昭
１　石巻駅前周辺整備に係る事業費の高騰に対する市当
局の対応について

２　市内中学校男子生徒の現行犯逮捕に対する教育委員
会の対応について

④森山　行輝
１　復旧期から復興期への問題点について
２　石巻市複合文化施設整備について

⑤阿部　利基
１　陳情案件について
２　石巻市子どもの権利に関する条例について
３　IT活用について

⑥木村　忠良
１　半島部の防災集団移転促進事業について
２　市管理漁港の復旧事業及び市管理漁港海岸の災害復
旧事業について

３　震災からの復旧・復興に係る水産業について

⑦渡邉　昌明
１　安心して復興公営住宅に入居するために
２　河南地区通学路の整備と安全確保について

⑧阿部　正敏
１　魚市場及び背後地関連施設、民間加工場の復興状況
について

２　中心市街地活性化策について
３　下水道整備計画について
４　牡鹿総合支所管内行政区の復興状況について

⑨近藤　　孝 
１　住宅政策について
２　下水道事業について
３　無形民俗文化財の伝承について

⑩�橋　憲悦
１　市長の選挙公約について
２　市長の政治姿勢（基本的理念）について

⑪山口荘一郎
１　復興公営住宅について
２　生鮮マーケット戦略について
３　ＩＣＴ戦略について

⑫櫻田　誠子
１　子育て支援について
２　被災者支援について
３　安全対策について

⑬奥山　浩幸
１　東日本大震災からの復興について
２　教育環境の整備について

⑭千葉　眞良
１　新内海橋の進行状況について
２　中瀬公園の災害復旧について
３　湊地区（東・北）区画整理事業について
４　造船業の集約について
５　人事について

⑮水澤冨士江
１　大飯原発再稼働差し止め判決と市民の安全について
２　医療・介護総合法と地域包括ケアについて
３　中心部の諸課題について

⑯�橋　栄一
１　二俣保育所への対応について伺う
２　災害復旧工事車輛による市道・農道の損傷への対応
について伺う

３　皿貝川及び大沢川から北上川本川へ直接排水する排
水機場設置要望への対応について伺う

⑰後藤　兼位
１　復旧・復興加速の課題と行財政運営について

⑱西條　正昭
１　恒久的な住いとなる「土地区画整理事業・災害公営
住宅」の早期整備について

２　JR仙石線全線開通と稲井、渡波、女川までの乗り入
れについて

３　河北・北上・雄勝地区の諸課題について

⑲楯石　光弘
１　市民の健康について
２　地域の観光について

⑳庄司　慈明
１　地域の再生
　　　－ここにも行政の光を－
２　産業の再生
　　　－経世済民でこそ、地域経済の前進がある－
３　自動車避難計画実施計画書報告会に参加して
　　　－だからこそ今、すべきことは何か－
４　日本国憲法と公務員
　　　－立憲主義の視点から－
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一般質問

黒
須　

光
男　
議
員

千
田　

直
人　
議
員

遠
藤　

宏
昭　
議
員

問　

議
場
は
、
常
に
戦
場
で
あ
る
と
心
得
て
お
り
、
市
民
の

税
金
が
適
正
に
使
わ
れ
て
い
る
か
全
力
で
問
い
た
い
。

　
　

市
立
病
院
建
設
の
市
当
局
の
説
明
が
こ
ろ
こ
ろ
変
わ
り
、

　

億
円
か
ら
１
３
７
億
円
に
倍
増
し
た
こ
と
に
対
し
て
も
、

７０不
透
明
で
あ
る
。
設
計
業
者
と
交
わ
し
た
特
記
仕
様
書
で

は
、　

億
円
を
上
限
と
し
て
設
計
す
る
よ
う
に
契
約
し
て

７０

い
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議
会
に
も
十
分
な
説
明
責
任

が
な
く
、
こ
と
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
っ
た
く

理
解
で
き
な
い
。
ま
た
、
県
か
ら
の
補
助
金
の
獲
得
に
あ

た
っ
て
も
県
当
局
か
ら
聞
い
た
こ
と
だ
が
、「
資
材
の
高
騰
」

と
の
説
明
だ
け
で
あ
り
、
増
設
す
る　

億
円
に
つ
い
て
も

３４

「
内
容
は
聞
い
て
い
る
が
、
補
助
金
の
依
頼
は
一
切
受
け
て

い
な
い
。」と
の
話
だ
。
県
へ
の
十
分
な
根
回
し
が
な
い
の

は
、
真
に
残
念
で
な
ら
な
い
。
国
か
ら
は
、
県
と
歩
調
を

合
わ
せ
て
話
を
進
め
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
あ
り
、
県
と

の
十
分
な
協
力
体
制
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

県
に
は
、
増
設
す
る
内
容
を
説
明
し
て
お
り
、
当
然
補

助
金
も
支
給
し
て
も
ら
え
る
も
の
と
勘
違
い
し
て
い
た
。

　
　

ま
た
、
県
が
国
へ
陳
情
す
る
際
、
同
行
さ
せ
て
ほ
し
い

と
の
依
頼
を
し
て
い
る
が
、
実
現
し
て
い
な
い
。

問　

市
は
、
医
学
部
誘
致
を
進
め
て
い
る
が
、
県
も
名
乗
り

を
上
げ
て
い
る
。
競
合
し
て
お
り
、
対
立
し
て
い
て
は
、

市
立
病
院
へ
の
支
援
に
は
不
利
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

今
さ
ら
選
定
が
進
ん
で
い
る
中
で
、
こ
ち
ら
に
移
り
ま

す
と
は
言
え
な
い
。

問　

中
学
３
年
生
男
子
生
徒
を
暴
行
の
疑
い
で
石
巻
警
察
署
が

逮
捕
と
の
報
道
だ
が
実
態
と
対
応
を
伺
う
。

答　

本
生
徒
を
再
三
指
導
し
警
察
と
も
連
携
を
図
り
対
応
し
た
。

保
護
者
会
に
も
報
告
し
、
職
員
一
丸
で
再
発
防
止
に
努
め
て

い
る
。

問　

小
学
１
年
生
担
任
教
諭
か
ら
体
罰
を
受
け
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
な

り
、
６
年
た
っ
て
市
に
損
害
賠
償
。
詳
細
を
伺
う
。

答　

民
事
調
停
の
場
で
話
し
合
い
を
重
ね
た
が
合
意
に
達
せ
ず
。

今
後
訴
状
内
容
を
確
認
し
真
摯
に
対
応
す
る
。

問　

石
巻
市
奨
学
金
貸
与
者
が
激
減
。
対
策
を
伺
う
。

答　

使
い
勝
手
が
良
く
な
る
よ
う
、
貸
出
内
容
改
善
し
対
応
す
る
。

問　

貴
重
な
財
産
、
市
内
文
化
財
保
護
管
理
の
現
状
と
「
桃
生

城
、
荒
れ
放
題
」
の
報
道
。
対
応
を
伺
う
。

答　

遺
跡
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
現
状
確
認
し
て
い
る
。
桃

生
城
の
史
跡
指
定
は
国
県
と
協
議
し
進
め
る
。

問　

市
民
会
館
と
文
化
セ
ン
タ
ー
の
複
合
文
化
施
設
、
市
民
懇

談
会
や
庁
内
検
討
会
で
の
構
想
を
伺
う
。

答　

今
後
、「
震
災
復
興
の
希
望
や
活
力
を
生
む
拠
点
」
を
基
本

理
念
に
整
備
に
取
り
組
む
。

問　

桃
生
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
は
北
上
川
下
流
事
務
所
と
石
巻

市
長
に
要
望
書
を
提
出
。
旧
町
で
計
画
し
合
併
引
き
継
ぎ
事

業
の
実
施
を
要
望
。
対
応
を
伺
う
。

答　

事
業
概
要
は
、
河
川
事
務
所
で
造
成
工
事
、
市
で
芝
生
工
、

配
水
工
を
施
し　

ホ
ー
ル
の
コ
ー
ス
整
備
事
業
。
下
流
事
務

１８

所
と
意
見
交
換
し
対
応
す
る
。

問　

樫
崎
拾
貫
線
に
当
初
予
算
措
置
だ
が
対
応
を
伺
う
。

答　

未
買
収
地
は
継
続
し
協
力
要
請
し
早
期
施
工
に
努
力
す
る
。

問　

江
下
白
鳥
線
と
屋
敷
３
号
線
の
改
良
推
進
を
伺
う
。

答　

通
行
量
や
利
用
形
態
を
調
査
し
整
備
を
検
討
す
る
。

問　

新
市
立
病
院
の
建
設
に
関
し
て
は
、
新
聞
報
道
等
に
よ

り
、
市
民
の
関
心
も
高
く
、
ま
た
心
配
も
し
て
い
る
。
市

立
病
院
の
必
要
性
は
認
識
し
、
早
期
に
建
設
が
始
ま
り
、

開
院
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　
　

し
か
し
な
が
ら
、
市
当
局
の
こ
れ
ま
で
の
新
市
立
病
院

建
設
に
関
す
る
経
緯
経
過
の
説
明
が
、
我
々
議
員
に
も
市

民
に
も
見
え
に
く
く
、「
は
て
な
？
」
と
思
う
こ
と
が
多
く

見
受
け
ら
れ
た
。

　
　

市
民
の
思
い
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
の
が
我
々
議
員
の

仕
事
で
あ
る
。
そ
の
市
民
の
声
を
形
に
で
き
る
の
が
市
長

で
は
な
い
の
か
。
重
要
案
件
こ
そ
、
積
極
的
に
議
会
へ
説

明
し
、
議
員
へ
働
き
か
け
、
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
と
い

う
ス
タ
ン
ス
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

　
　

今
後
、
追
加
の
財
源
措
置
を
復
興
庁
・
厚
生
労
働
省
へ

要
望
す
る
に
あ
た
り
、
ま
す
ま
す
議
会
と
の
タ
ッ
グ
を
組
ん

だ
活
動
が
不
可
欠
と
思
わ
れ
る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答　

御
指
摘
の
通
り
、
説
明
不

足
は
否
め
な
い
。
宮
城
県
・

気
仙
沼
市
・
南
三
陸
町
な
ど

関
係
自
治
体
と
連
携
し
な
が

ら
、
不
足
す
る
財
源
確
保
に

向
け
た
要
望
を
す
る
に
あ
た

り
、
議
会
の
協
力
・
理
解
を

得
な
が
ら
進
め
た
い
。

・
市
立
病
院
建
設
の
疑
念

・
教
育
行
政
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て

・
石
巻
駅
前
周
辺
整
備
に
係
る
事
業
費
の

高
騰
に
対
す
る
市
当
局
の
対
応
に
つ
い
て

・
桃
生
地
域
懸
案
事
項
に
つ
い
て

▲市立病院建設予定地
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一般質問

森
山　

行
輝　
議
員

阿
部　

利
基　
議
員

木
村　

忠
良　
議
員

問　

再
建
の
た
め
の
工
事
の
遅
れ
の
対
応
策
は
。

答　

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
「
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
」

「
土
地
区
画
整
理
事
業
」「
災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業
」
に

つ
い
て
、
諸
般
の
諸
事
情
か
ら
計
画
の　

％
〜　

％
の
工

３０

５０

事
進
捗
状
況
で
す
。
現
在
様
々
な
施
策
を
講
じ
な
が
ら
早

期
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問　

国
の
復
興
交
付
金
と
繰
越
明
許
の
延
長
を
国
に
求
め
確

定
さ
せ
る
事
が
必
要
と
思
う
が
。

答　

国
・
県
の
事
業
に
つ
い
て
も
、
移
転
が
伴
う
こ
と
か
ら

調
整
に
時
間
を
要
し
て
い
る
が
、
早
期
完
成
に
向
け
て
努

力
中
と
の
こ
と
。

　
　

復
興
交
付
金
に
つ
い
て
も
、
入
札
不
調
等
で
工
事
の
遅

れ
は
顕
著
で
あ
り
、
国
に
対
し
て
期
間
延
長
を
踏
ま
え
た

財
政
支
援
を
要
望
し
て
い
る
。

問　

多
く
の
市
民
や
文
化
団
体
か
ら
早
期
建
設
の
要
望
が
あ

る
。
建
築
の
予
定
年
次
は
い
つ
か
、
ま
た
、
複
合
施
設
で

も
あ
り
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
交
通
の
利
便
性
も
考
慮
す

れ
ば
、
井
内
四
番
囲
、
五
番
囲
が
最
適
で
は
な
い
か
。

　
　

基
本
理
念
と
、
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
。

答　

出
来
る
だ
け
早
く
お
示
し
を
し
た
い
。

問　

陳
情
第
９
号
地
方
自
治
体
に
お
け
る
政
党
機
関
紙
「
し

ん
ぶ
ん
赤
旗
」
の
勧
誘
、
配
布
、
販
売
に
つ
い
て
実
態
調

査
を
要
請
す
る
決
議
を
求
め
る
陳
情
が
き
て
い
る
が
、
本

市
に
お
け
る
実
態
は
。

答　

時
期
は
旧
市
か
ら
続
い
て
お
り
、
部
数
は
未
調
査
に
つ

き
不
明
だ
が
複
数
の
職
員
が
購
読
し
て
い
る
。
勧
誘
は
議

員
か
ら
も
あ
っ
た
し
、
集
金
は
議
員
が
庁
内
で
行
っ
て
い
る
。

問　

議
員
と
職
員
の
立
場
と
し
て
、
庁
内
で
の
勧
誘
、
集
金

な
ど
の
業
務
は
、
議
員
と
公
務
員
の
関
係
の
中
で
様
々
な

誤
解
を
招
く
の
で
は

答　

あ
く
ま
で
任
意
だ
が
今
回
の
質
問
を
聞
い
て
の
、
各
自

の
判
断
と
な
る
。

問　

子
ど
も
の
健
全
な
成
長
に
は
、
権
利
だ
け
で
は
な
く
、

義
務
や
責
任
に
つ
い
て
盛
り
込
む
こ
と
も
教
育
の
上
で
必

要
で
は
な
い
か
。

答　

あ
く
ま
で
理
念
で
あ
り
、
各
種
施
策
展
開
の
際
は
、
権

利
と
そ
れ
に
伴
う
義
務
や
責
任
が
正
し
く
理
解
さ
れ
る
よ

う
取
り
組
む
。

問　

I
C
T
は
単
独
で
活
用
す
る
に
は
難
し
い
ジ
ャ
ン
ル
な

の
で
、
観
光
、
産
業
と
横
断
的
な
運
用
、
あ
る
い
は
組
織

化
の
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

答　

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
な
ど
を
導
入
し
、
生
活
や
産
業
に
活

用
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

問　

進
捗
状
況
と
今
後
の
行
程
、
ま
た
、
加
速
策
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

全　

地
区
の
う
ち
市
発
注
分
は　

地
区
、
残
り
が 
Ｃ 
Ｍ

※

４６

１７

Ｒ
で
あ
り
、　

地
区
が
工
事
に
着
手
し
て
い
る
。
残
り
の

２５

　

地
区
は
平
成　

年
度
内
に
工
事
着
手
予
定
で
あ
る
。
加

２１

２６

速
策
と
し
て
は
、
造
成
工
事
に
係
る
手
続
き
の
簡
素
化
に

よ
り
、
工
期
の
短
縮
が
可
能
と
な
る
工
法
を
採
用
し
、
早

期
の
工
事
発
注
及
び
完
成
に
取
り
組
む
。

問　

進
捗
状
況
と
今
後
の
行
程
、
加
速
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

災
害
査
定
額
ベ
ー
ス
で
約　

％
の
発
注
率
で
施
設
の
復

８０

旧
率
と
し
て
は
３
月　

日
時
点
で　

％
で
あ
る
。
平
成　

３１

２５

２７

年
度
の
完
成
を
目
標
と
し
て
進
め
て
い
る
が
、
入
札
不
調

な
ど
の
影
響
か
ら
目
標
の
達
成
は
困
難
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
加
速
策
に
つ
い
て
は
、
復
旧
工
事
を
担
当
す
る

人
員
を
増
強
し
た
こ
と
や
雄
勝
地
区
及
び
牡
鹿
地
区
で
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
仮
設
プ
ラ
ン
ト
が
稼
働
し
供
給
体
制
が

向
上
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
復
旧
工
事
が
加
速
し
て
く
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

問　

振
興
策
及
び
加
速
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

水
産
振
興
策
と
し
て
４
種
類
の
補
助
金
制
度
と
利
子
補

給
制
度
を
組
み
合
わ
せ
て
、
共
同
利
用
の
漁
船
や
漁
具
の
ほ

か
生
産
施
設
全
般
の
復
旧
支
援
と
雇
用
助
成
金
制
度
を
取
り

入
れ
る
な
ど
、
ま
た
、
漁
船
の
乗
組
員
対
策
と
し
て
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
共
和
国
ジ
ャ
ワ
州
政
府
と
漁
業
実
習
生
の
受
け
入
れ

に
関
す
る
連
携
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

・
復
旧
期
か
ら
復
興
期
へ
の
問
題
点
に
つ

い
て

・
石
巻
市
複
合
文
化
施
設
整
備
に
つ
い
て

・
陳
情
案
件
に
つ
い
て

・
石
巻
市
子
ど
も
の
権
利
条
例
に
つ
い
て

・
I
T
活
用
に
つ
い
て

・
半
島
部
の
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
に
つ
い
て

・
市
管
理
漁
港
の
復
旧
事
業
及
び
市
管
理

漁
港
海
岸
の
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て

・
震
災
か
ら
の
復
旧
復
興
に
係
る
水
産
業

に
つ
い
て

※「
C
M
R
」：

設
計
や
工
事
発
注
方
式
の
検
討
、
工
程
管
理

な
ど
の
各
種
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
も
の
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一般質問

渡
邉　

昌
明　
議
員

阿
部　

正
敏　
議
員

近
藤　
　

孝　
議
員

問　

復
興
公
営
住
宅
入
居
の
抽
選
に
外
れ
た
方
へ
の
対
応
に

つ
い
て
。

答　

空
き
の
あ
る
住
宅
や
追
加
で
計
画
を
公
表
す
る
住
宅
を

対
象
に
「
事
前
登
録
」
を
７
月　

日
か
ら
８
月　

日
ま
で

１５

２０

行
う
。

問　

入
居
希
望
数
に
対
す
る
不
足
分
の
対
応
は
。

答　

整
備
戸
数
4
千
戸
に
対
し
希
望
世
帯
は
4
9
2
0
世
帯
。

全
て
を
新
た
な
建
設
と
し
た
場
合
に
は
課
題
も
あ
る
の
で

検
討
し
て
い
る
。

問　

家
賃
の
低
減
化
と
期
間
の
延
長
に
つ
い
て
。

答　

復
興
住
宅
の
管
理
運
営
に
か
か
わ
る
財
政
収
支
見
通
し

を
見
極
め
た
上
で
の
検
討
課
題
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

期
間
延
長
は
引
き
続
き
国
に
要
望
し
て
い
く
。

問　

仮
設
住
宅
全
入
居
者
へ
の
健
康
診
断
を
実
施
し
て
は
ど

う
か
。

答　

カ
ビ
発
生
状
況
の
調
査
、
予
防
対
策
に
努
め
、
家
庭
訪

問
、
健
康
相
談
等
の
充
実
、
復
興
住
宅
に
移
行
後
も
各
種

検
診
を
受
信
し
や
す
く
す
る
。

問　

須
江
小
学
校
通
学
路
の
樹
木
の
処
理
に
つ
い
て
。

答　

市
の
山
林
部
分
は
伐
採
を
計
画
的
に
し
、
民
間
の
部
分

は
所
有
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
対
応
す
る
。

問　

ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド
の
整
備
と
街
路
灯
の
改
善
に
つ
い
て
。

答　

交
換
や
破
損
状
況
を
調
査
の
上
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
な
ど
へ
の
更

新
を
検
討
す
る
。

問　

県
道
鹿
又
停
車
場
広
渕
線
の
街
路
灯
設
置
に
つ
い
て
。

答　

近
隣
に
住
宅
地
が
造
成
さ
れ
て
お
り
、
計
画
的
に
設
置

す
る
。

問　

魚
市
場
開
設
予
定
の
確
認
と
進
捗
状
況
に
つ
い
て

答　

６
月
末
の
工
事
進
捗
状
況
は
、　

％
で
概
ね
計
画
通
り
。
平

２３

成　

年
６
月
の
完
成
に
向
け
順
調
。

２７

問　

市
場
関
連
施
設
整
備
に
つ
い
て

答　

平
面
、
立
体
駐
車
場
を
合
わ
せ
て
約
３
２
０
台
の
駐
車
台
数

の
確
保
、
水
揚
げ
に
係
る
資
機
材
の
保
管
庫
約
５
０
０
�
を
確

保
し
、
新
魚
市
場
と
同
時
に
供
用
開
始
。
水
産
総
合
振
興
セ
ン

タ
ー
約
３
０
０
０
�
を
建
設
し
、
福
利
厚
生
施
設
及
び
漁
業
者

研
修
、
貸
事
務
所
、
防
災
機
能
と
備
蓄
倉
庫
を
整
備
。
本
年
度

内
に
着
工
予
定
。

問　

中
心
市
街
地
活
性
化
に
向
け
た
取
組
と
定
住
人
口
の
増
加
策

に
つ
い
て

答　

震
災
前
か
ら
減
少
が
続
き
、
平
成　

年
２
７
７
７
人
か
ら
平
成

２５

　

年
に
は
２
６
２
1
人
に
減
少
す
る
。
公
設
復
興
住
宅
約
１
９

３１０
世
帯
３
８
０
人
、
民
間
住
宅
約
３
３
０
世
帯
８
1
1
人
の
人

口
増
加
を
見
込
ん
で
お
り
、
居
住
人
口
約
３
８
1
２
人
を
目
標
。

問　

交
流
人
口
の
増
加
策
に
つ
い
て

答　

石
ノ
森
萬
画
館
と
生
鮮
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
整
備
に
よ
り
年
間
１

２
４
万
人
の
目
標
。
特
に
生
鮮
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
来
場
者
は
、
地
域

の
来
場
者
と
交
流
人
口
を
合
わ
せ
て
約
１
０
０
万
人
を
見
込
む
。

問　

山
下
地
域
の
下
水
道
整
備
に
つ
い
て

答　

こ
れ
ま
で
の
排
水
ポ
ン
プ
場
か
ら
、
新
た
に
石
巻
中
央
排
水

区
に
建
設
す
る
排
水
ポ
ン
プ
場
に
排
水
す
る
。

問　

雨
水
管
渠
は
ど
こ
に
整
備
す
る
の
か
。

答　

バ
イ
パ
ス
と
１
０
８
号
線
の
交
差
す
る
清
水
町
二
丁
目
あ
た

り
か
ら
直
径
約
４
ｍ
の
排
水
管
渠
を
１
０
８
号
線
の
真
下
に
埋

設
し
、
交
通
に
支
障
が
出
な
い
工
法
で
整
備
す
る
。

問　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

河
川
の
防
潮
堤
整
備
と
の
調
整
も
あ
る
が
、
今
年
度
か
ら
平

成　

年
度
ま
で
の
予
定
。

３０

問　

牡
鹿
総
合
支
所
管
内
の
高
台
移
転
事
業
に
よ
り
縮
小
す
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

住
み
た
い
所
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
た
め
に
医
療
、
介
護
、

福
祉
連
携
に
よ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
て
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
整
備
を
す
る
。

問　

震
災
か
ら
３
年
以
上
が
経
過
し
、
生
活
再
建
に
向
け
て

の
考
え
も
変
化
し
て
い
る
と
思
う
。
こ
れ
ま
で
の
申
し
込

み
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
の
住
宅
政
策
の
展
開
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

復
興
公
営
住
宅
の
入
居
希
望
世
帯
数
が
整
備
戸
数
の
４

０
０
０
戸
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
み
な
し
仮
設
借
上

げ
等
を
含
め
て　

月
ま
で
に
方
向
を
示
し
て
い
く
。

１２

問　

住
宅
再
建
等
に
係
る
意
向
調
査
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
事
前
登
録
世
帯
を
除
い
た
全

て
の
仮
設
住
宅
入
居
世
帯
を
対
象
に
、
自
立
再
建
の
方
法
、

時
期
、
再
建
先
の
地
域
や
健
康
面
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
も
調
査
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

移
動
市
長
室
を
再
開
す
べ
き
で
は
。

答　

再
開
に
向
け
て
日
程
調
整
を
図
っ
て
い
る
。

問　

農
業
集
落
排
水
区
域
に
お
け
る
新
興
住
宅
の
下
水
整
備

は
。

答　

鹿
又
地
区
は
宅
地
化
が
急
速
に
進
み
浄
化
槽
で
対
応
し

て
い
る
が
、
今
後
は
国
と
協
議
し
公
共
下
水
道
へ
の
接
続

に
向
け
て
力
強
く
働
き
か
け
て
い
く
。

問　

無
形
民
俗
文
化
財
の
伝
承
と
育
成
に
力
を
入
れ
た
施
策

を
展
開
す
べ
き
で
は
。

答　

民
族
芸
能
の
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、
今
後
石
巻
地
区

伝
統
伝
承
文
化
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
総
合
的
な
取

り
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

・
安
心
し
て
復
興
公
営
住
宅
に
入
居
す
る

た
め
に

・
河
南
地
区
通
学
路
の
整
備
と
安
全
確
保

に
つ
い
て

・
住
宅
政
策
に
つ
い
て
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�
橋　

憲
悦　
議
員

山
口
荘
一
郎　
議
員

櫻
田　

誠
子　
議
員

問　

市
政
を
担
う
上
で
、「
市
民
・
人
を
愛
す
る
」「
人
の
温

も
り
を
感
じ
る
」
取
り
組
み
が
、
何
よ
り
大
切
で
あ
る
と

思
う
が
、
そ
の
実
現
に
つ
い
て
は
。

答　

市
民
が
何
を
望
み
、
何
を
感
じ
て
い
る
の
か
を
常
に
意

識
し
な
が
ら
、
市
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問　

公
の
場
で
の
市
長
発
言
は
、「
公
言
」
と
し
て
責
任
と
実

行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
特
に
約
束
事
項
を
果
た
し

て
い
な
い
と
思
う
が
。

答　

公
言
し
た
こ
と
は
、
市
長
と
し
て
の
責
務
で
あ
り
実
行

に
む
け
て
調
整
を
行
う
。
指
摘
の
約
束
事
項
に
つ
い
て
は
、

震
災
の
復
興
業
務
を
優
先
に
行
っ
て
い
る
た
め
に
、
実
行

し
て
い
な
い
。

問　

北
村
前
副
市
長
の
就
任
の
経
緯
経
過
と
任
期
を
続
投
し

な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
。

答　

県
知
事
か
ら
適
任
者
と
し
て
推
薦
を
受
け
て
選
任
し
た
。

任
期
後
は
、
震
災
を
受
け
、
市
役
所
内
部
の
業
務
や
、
職

員
に
精
通
し
た
市
職
員
経
験
者
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
た

か
ら
。

問　

み
な
し
公
営
住
宅
の
制
度
化
に
向
け
て
、
み
な
し
仮
設

住
宅
居
住
者
の
み
で
は
な
く
、
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
居
住
者
も

含
ん
だ
意
向
調
査
、
市
内
不
動
産
業
者
の
ア
パ
ー
ト
供
給

に
関
す
る
瀬
踏
み
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

現
在
、
公
営
住
宅
の
構
造
基
準
を
ど
の
程
度
緩
和
す
れ

ば
新
築
し
て
も
ら
え
る
か
等
を
協
議
し
て
い
る
。

問　

地
元
リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
抗
す
る
地
元
産

品
優
先
購
買
意
欲
醸
成
に
向
け
、
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
で
納

税
で
き
る
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
の
導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

答　

税
担
当
部
局
と
の
協
議
が
必
要
だ
が
、
税
収
増
、
滞
納

対
策
と
い
う
効
果
も
見
込
め
る
こ
と
か
ら
、
庁
内
で
検
討

し
て
い
く
。

問　

１
年
間
に　

人
も
自
己
都
合
退
職
者
を
出
し
た
こ
と
は

４５

異
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
就
労
環
境
に
関
す
る
調
査
を
実

施
す
べ
き
。

答　

制
度
利
用
者
全
員
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
。

問　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
指
導
員
の
確
保
、
今
後

の
課
題
に
ど
の
様
に
取
り
組
む
の
か
伺
う
。

答　

現
在
４
年
生
ま
で
の
受
け
入
れ
を
、
来
年
度
施
設
に
余

裕
の
あ
る
所
は
６
年
生
ま
で
受
け
入
れ
る
。
指
導
員
の
応

援
体
制
な
ど
を
整
え
、
指
導
員
の
確
保
を
図
り
充
実
さ
せ

る
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
も
各
方
面
と
連
携
を
と

り
Ｐ
Ｒ
活
動
を
広
く
行
い
活
発
に
事
業
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

問　

仮
設
住
宅
の
空
き
室
も
８
３
２
戸
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
の
課
題
、
入
居
者
の
健
康
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

仮
設
住
宅
の
集
約
に
伴
う
入
居
者
の
移
転
、
健
康
状
態

の
悪
化
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
低
下
等
課
題
は
多
い
が

専
門
職
に
よ
る
相
談
支
援
事
業
の
充
実
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
へ
の
支
援
強
化
に
努
め
る
。

問　

復
興
公
営
住
宅
入
居
希
望
戸
数
に
対
す
る
不
足
戸
数
の

市
と
し
て
の
方
向
性
を
早
く
示
す
べ
き
で
あ
る
。

答　
　

月
ま
で
に
結
論
を
出
す
よ
う
努
力
す
る
。

１２

問　

鹿
又
地
区
後
埣
道
路
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
。

答　

道
路
幅
員
が
狭
く
事
故
や
土
水
路
へ
の
転
落
の
危
険
性

が
危
惧
さ
れ
る
の
で
早
期
整
備
す
る
努
力
を
す
る
。

問　

曽
波
神
地
区
通
学
路
安
全
対
策
に
つ
い
て
。

答　

通
学
時
、
児
童
生
徒
、
他
事
故
の
危
険
性
あ
り
。
市
道

用
地
を
通
学
路
と
し
て
整
備
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。
ま

た
、
県
道
鹿
又
停
車
場
広
渕
線
の
街
灯
設
置
に
取
り
組
む
。

問　

震
災
後
河
南
地
区
は
大
き
く
世
帯
増
加
し
て
い
る
。
支

所
対
策
費
を
増
額
し
専
門
職
の
異
動
は
最
小
限
に
。

答　

予
算
、
異
動
は
検
討
し
配
慮
を
努
力
す
る
。

・
東
日
本
大
震
災
の
一
大
被
災
地
で
あ
る

石
巻
市
が
、
真
の
復
興
加
速
を
目
指
す

に
は
「
心
の
か
よ
っ
た
」
行
政
運
営
が

最
も
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、
市
長
の
政

治
姿
勢（
基
本
的
理
念
）に
つ
い
て
伺
う
。

・
復
興
公
営
住
宅
に
つ
い
て

・
生
鮮
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
人
材
育
成
事
業
に
つ
い
て
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奥
山　

浩
幸　
議
員

問　

産
業
の
再
生
及
び
雇
用
の
確
保
に
係
る
企
業
誘
致
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

雇
用
の
場
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
既
存
企
業
の
再

建
の
み
な
ら
ず
、
企
業
誘
致
を
積
極
的
に
展
開
し
、
産
業
の
振

興
と
雇
用
の
場
の
確
保
に
努
め
る
。

問　

石
巻
の
製
品
を
積
極
的
か
つ
優
先
的
に
消
費
す
る
仕
組
み
に

つ
い
て
。

答　

産
業
振
興
の
観
点
か
ら
も
地
場
製
品
の
積
極
的
な
活
用
は
重

要
と
考
え
て
い
る
。
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
食
育
推
進
計
画

に
基
づ
き
地
場
産
品
の
使
用
率
を
高
め
る
こ
と
を
目
標
と
し
、

公
共
工
事
の
資
材
や
印
刷
物
の
紙
製
品
に
つ
い
て
も
、
地
元
企

業
の
受
注
の
拡
大
に
関
す
る
対
応
方
針
に
基
づ
き
、
関
係
各
部

に
お
い
て
積
極
的
な
活
用
に
努
め
る
。

問　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

が
一
変
し
た
状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
公
園
・
野
球

場
・
そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
場
所
に
あ
る
仮
設
住
宅
の
集

約
お
よ
び
撤
去
を
優
先
的
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

民
有
地
を
お
借
り
し
て
い
る
場
所
が
有
償
と
な
り
、
財
源
の

問
題
も
あ
る
が
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
全
体
の
中
で
検
討
す
る
。

問　

陸
上
競
技
場
の
整
備
に
つ
い
て
。

答　

陸
上
競
技
場
予
定
地
は
、
仮
設
住
宅
用
地
に
供
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
平
成　

年
度
着
工
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
白
紙
に
戻
す

２８

が
、
必
要
な
施
設
で
あ
る
の
で
整
備
す
る
方
向
で
考
え
て
い
る
。

市
全
体
の
仮
設
住
宅
の
集
約
や
撤
去
状
況
を
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
早
期
開
設
に
向
け
て
改
め
て
検
討
し
て
い
く
。

問　

追
波
川
河
川
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を
暫
定
的
に
使
用
し
て

い
る
が
、
雨
天
時
に
コ
ー
ス
上
が「
ぬ
か
る
む
」状
況
に
つ
い
て
。

答　

土
の
成
分
検
査
を
実
施
し
て
お
り
、
検
査
デ
ー
タ
を
見
な
が

ら
ト
ラ
ッ
ク
の
改
良
な
ど
の
整
備
や
全
天
候
型
へ
の
改
修
を
検

討
す
る
。

問　

現
状
と
課
題
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

既
に
設
計
は
完
了
し
、
７
月
上
旬
に
橋
脚
工
事
の
契
約

を
す
る
予
定
で
あ
る
。
第
２
四
半
期
か
ら
用
地
取
得
を
進

め
今
年
度
末
に
は
橋
台
工
事
を
発
注
し
、
平
成　

年
度
中

２９

の
供
用
を
目
指
す
。

問　

仮
換
地
後
の
住
宅
再
建
に
つ
い
て
。

答　

早
期
再
建
希
望
者
の
意
向
に
沿
う
よ
う
、
上
水
道
や
下

水
道
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
含
め
、
先
行
的
な
整
備
を
進

め
る
。

問　

仮
換
地
が
さ
れ
れ
ば
、
す
ぐ
に
住
宅
再
建
が
で
き
る
の
か
。

答　

早
期
再
建
の
意
向
の
あ
る
住
宅
に
つ
い
て
は
、
仮
設
道

路
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
仮
配
管
と
い
っ
た
対
応
も
含
め
、

部
分
的
に
先
行
整
備
を
進
め
る
な
ど
、
き
め
細
か
い
対
応

を
図
り
、
地
権
者
の
方
々
の
御
要
望
に
応
え
る
。

問　

通
学
路
の
安
全
確
保
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

通
学
児
童
、
歩
行
者
と
車
を
分
離
す
る
安
全
柵
の
設
置

な
ど
万
全
な
安
全
対
策
を
講
ず
る
。

問　

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
。

答　

国
・
県
等
の
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
た
結
果
４
グ

ル
ー
プ
中
、
３
グ
ル
ー
プ
は
用
地
取
得
に
一
定
の
め
ど
が

立
ち
、
残
る
１
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
調
整
中
で
あ
る
。

問　

５
月　

日
、
福
井
地
裁
で
の
判
決
を
受
け
て
市
長
の
感

２１

想
は
。

答　

原
発
の
再
稼
働
が
、
生
命
を
守
り
生
活
を
維
持
す
る
と

い
う
人
格
権
の
侵
害
の
お
そ
れ
が
あ
り
、
多
数
の
人
格
権

を
同
時
に
侵
害
す
る
と
い
う
差
し
止
め
判
決
で
あ
り
、
市

民
の
人
格
権
を
守
る
立
場
に
あ
る
本
市
と
し
て
、
慎
重
に

捉
え
た
い
。

問　

原
発
災
害
避
難
計
画
と
避
難
弱
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
。

答　

Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
入
院
、
入
所
施
設
数
は　

。
人
数
は
３
、

６２

４
７
０
人
。　

キ
ロ
圏
外
ま
で
の
県
が
行
っ
た
避
難
時
間

３０

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
７
時
間　

分
以
上
か
か
る
こ

３０

と
が
立
証
さ
れ
た
。

問　

新
法
の
特
徴
は
。

答　

要
支
援
者
の
訪
問
・
通
所
介
護
を
市
町
村
事
業
へ
移
行
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
を
要
介
護
度
３
以
上
と
す

る
等
。

問　

市
道
中
央
三
丁
目
、
門
脇
五
丁
目
線
狭
あ
い
道
路
上
の

電
柱
に
つ
い
て
。

答　
　

本
の
う
ち　

本
に
支
障
が
あ
る
。
移
設
を
実
施
す
る
。

４１

１０

北
鰐
山
墓
地
跡
地
は
面
積
２
万
２
千
�
。
３
０
０
〜
４
０

０
台
の
車
が
駐
車
で
き
る
。
公
園
化
整
備
を
進
め
て
い
く
。

千
葉　

眞
良　
議
員

水
澤
冨
士
江　
議
員

・
産
業
の
再
生
・
雇
用
の
確
保
に
つ
い
て

・
地
産
地
消
の
推
進
に
つ
い
て

・
不
足
し
て
い
る
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

・
新
内
海
橋
の
進
行
状
況
に
つ
い
て

・
湊
地
区
の
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

・
造
船
業
の
集
約
に
つ
い
て

・
大
飯
原
発
再
稼
働
差
し
止
め
判
決
と
市

民
の
安
全
に
つ
い
て

・
医
療
・
介
護
総
合
法
と
地
域
包
括
ケ
ア

に
つ
い
て

・
日
和
山
へ
の
自
動
車
避
難
道
の
整
備
を
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�
橋　

栄
一　
議
員

後
藤　

兼
位　
議
員

西
條　

正
昭　
議
員

問　

二
俣
保
育
所
は
震
災
後
に
周
辺
が
埋
め
立
て
ら
れ
た
た

め
、
保
育
所
敷
地
だ
け
が
低
い
場
所
に
と
り
残
さ
れ
た
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
大
雨
の
時
に
は
種
々
な
被

害
が
出
て
い
る
が
、
移
転
新
築
も
含
め
た
今
後
の
対
応
策

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

当
面
の
対
策
と
し
て
は
、
排
水
路
の
改
良
を
進
め
る
と

共
に
、
大
雨
の
時
は
排
水
ポ
ン
プ
を
設
置
す
る
な
ど
迅
速

な
対
応
に
努
め
た
い
。

　
　

ま
た
、
移
転
新
築
に
つ
い
て
は
、
今
後
二
俣
保
育
所
も

含
め
て
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

現
在
市
内
各
所
に
お
い
て
災
害
復
旧
工
事
が
施
工
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
に
伴
っ
て
大
型
ダ
ン
プ
が
市
内
の
い
た

る
所
を
走
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
市
道
や
農
道
の
損
傷
が

市
内
各
地
で
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

通
行
に
支
障
を
来
す
損
傷
個
所
に
つ
い
て
は
応
急
補
修

を
行
っ
て
い
る
が
、
補
修
が
追
い
つ
か
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
　

本
格
的
な
補
修
に
つ
い
て
は
、
復
旧
復
興
事
業
が
一
段

落
し
た
頃
を
め
ど
に
行
う
予
定
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
間

も
継
続
し
て
補
修
を
行
い
、
通
行
車
両
の
安
全
確
保
に
努

め
た
い
。

問　

復
興
公
営
住
宅
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

答　

平
成　

年
度
ま
で
に
計
４
０
０
０
戸
の
供
給
を
目
標
に

２９

整
備
を
行
っ
て
い
る
。
入
札
不
調
や
高
台
造
成
工
事
と
の

調
整
に
時
間
を
要
し
、
今
年
度
末
の
完
成
戸
数
は
１
２
２

３
戸
の
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

問　

復
興
公
営
住
宅
４
０
０
０
戸
と
既
存
の
市
営
住
宅
約

1
4
０
０
戸
合
計
5
4
０
０
戸
の
管
理
手
法
に
つ
い
て
、

地
元
事
業
者
の
活
用
、
民
間
活
力
を
生
か
し
、
雇
用
拡
大

に
つ
な
が
る
委
託
方
法
を
検
討
す
べ
き
だ
。

答　

行
政
判
断
が
不
要
な
機
械
的
事
務
な
ど
民
間
委
託
が
可

能
。
雇
用
促
進
の
た
め
、
地
元
業
者
、
民
間
活
力
を
活
用

し
て
い
き
た
い
。

答　

復
興
住
宅
へ
の
入
居
が
本
格
化
す
る
来
年
度
下
半
期
か

ら
管
理
委
託
を
目
指
し
、
早
急
に
方
針
を
示
し
た
い
。

問　

防
災
集
団
移
転
宅
地
の
登
録
状
況
と
課
題
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

新
市
街
地
の
集
計
、
７
７
９
世
帯
が
宅
地
の
事
前
登
録

を
行
い
、
う
ち
６
７
１
世
帯
、
約　

％
の
宅
地
登
録
が
確

８６

定
し
た
。

問　

移
転
宅
地
の
借
地
希
望
が　

％
買
取
希
望　

％
と
な
っ

８３

１７

て
い
る
。
自
宅
再
建
の
建
設
コ
ス
ト
の
上
昇
の
影
響
が
大

き
い
。
例
え
ば
危
険
区
域
の
土
地
買
い
取
り
価
格
約
８
万

円
、
移
転
用
地
が
1
０
０
坪
約　

万
円
だ
。
差
額
６
万
円

１４

は
大
き
い
。
移
転
宅
地
の
価
格
値
下
げ
が
必
要
だ
。
将
来

の
石
巻
市
の
定
住
化
に
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

答　

将
来
自
立
再
建
し
て
も
ら
え
る
た
め
の
方
策
を
考
え
て

行
く
。

・
二
俣
保
育
所
の
大
雨
被
害
対
策
に
つ
い
て

・
災
害
復
旧
工
事
車
両
に
よ
る
市
道
・
農

道
損
傷
へ
の
対
応
に
つ
い
て

問　

仙
石
線
は
電
車
と
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
で
運
行
さ
れ
る
。

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
に
つ
い
て
は
石
巻
駅
構
内
の
改
修
工
事
を
す

れ
ば
直
接
、
稲
井
、
渡
波
、
女
川
ま
で
乗
り
入
れ
可
能
と
な

り
、
渡
波
、
稲
井
か
ら
乗
り
換
え
無
し
で
仙
台
に
行
け
る
事

に
な
り
、
人
口
減
少
に
も
な
る
。

答　

平
成　

年
の
仙
石
線
全
線
復
旧
時
に
新
た
な
デ
ィ
ー
ゼ

２７

ル
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
両
の
導
入
も
あ
る
事
か
ら
改
め
て
、

女
川
駅
へ
の
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
規
制
同
盟
会
を
通
じ
強
く

要
望
し
て
い
く
。

問　

北
上
（
１
千
人
減
）、
雄
勝
（
２
千
人
減
）
地
区
の
急
激
な

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

各
地
域
に
公
共
施
設
や
人
口
が
集
中
す
る
拠
点
地
域
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
住
ま
い
の
再
建
、
堤
防
や
道
路
、
漁
港
や

農
地
、
公
共
施
設
等
の
復
旧
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
産
業

振
興
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
、
各
種
福
祉
施
策
等
の
ソ
フ
ト

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
人
口
の
減
少
を
抑
え
て
行
き
た
い
。

問　

沿
岸
部
の
防
災
、
集
団
移
転
地
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

河
北
、
北
上
、
雄
勝
地
区　

地
区
の
う
ち　

地
区
に
つ
い

２３

１３

て
工
事
を
着
手
し
て
い
る
。
本
年
度
を
目
標
に
残
り　

地
区

１０

の
工
事
着
手
を
行
い
、
平
成　

年
度
内
に
全
地
区
の
宅
地
供

２８

給
開
始
を
目
指
し
、
工
事
を
進
め
る
。

問　

北
上
地
区
の
拠
点
と
な
る
「
に
っ
こ
り
サ
ン
パ
ー
ク
」
の

街
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

北
側
の
エ
リ
ア
に
自
立
再
建
住
宅
と
見
守
り
型
復
興
住
宅

を
建
設
し
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
、
北
上
総
合
支
所
、

小
学
校
、
子
ど
も
園
な
ど
公
共
施
設
を
集
約
し
た
街
づ
く
り

を
計
画
し
て
い
る
。
今
後
、
各
施
設
の
基
本
計
画
を
策
定
し

取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

・
Ｊ
Ｒ
仙
石
線
全
線
開
通
と
稲
井
、
渡
波
、

女
川
ま
で
の
乗
り
入
れ
に
つ
い
て

・
河
北
・
北
上
・
雄
勝
地
区
の
諸
課
題
に
つ
い
て
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楯
石　

光
弘　
議
員

庄
司　

慈
明　
議
員

問　

未
来
に
誇
れ
る
石
巻
の
視
点
か
ら
、
健
康
を
ど
の
様
に

考
え
、
現
状
を
ど
の
様
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

答　

健
康
と
は
、
単
に
病
気
が
な
い
だ
け
で
は
な
く
市
民
一

人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
を
持
ち
、
充
実
し
た
人
生
を
健
や

か
に
安
心
し
て
送
れ
る
事
。
震
災
か
ら
四
年
目
に
入
る
現

在
も
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
心
の
問
題
を
抱
え
る
方
が
増
え
て

い
る
事
に
憂
慮
し
て
い
る
。

問　

最
大
の
被
災
地
と
し
て
、
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切

に
す
る
事
は
、
健
康
寿
命
を
最
大
に
延
ば
す
事
だ
と
考
え

る
。
本
市
の
健
康
寿
命
・
生
活
習
慣
レ
ベ
ル
は
、
県
内
は

も
と
よ
り
全
国
的
に
も
極
め
て
低
い
と
思
う
が
、
健
康
寿

命
の
延
伸
対
策
は
。

答　

本
年
３
月
に
石
巻
市
健
康
増
進
計
画
改
訂
版
を
策
定
し

た
。
食
生
活
・
運
動
・
心
の
健
康
を
最
優
先
重
点
項
目
と

定
め
、
行
政
機
関
の
み
な
ら
ず
、
家
庭
を
取
り
巻
く
地
域
・

学
校
・
職
場
等
と
、
保
健
・
医
療
機
関
、
健
康
づ
く
り
の

関
係
団
体
が
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
全
体
で
一
体
的
な
推

進
を
図
り
た
い
。

問　

「
齋
藤
氏
庭
園
」
文
化
歴
史
的
価
値
は
如
何
に
。

答　

近
代
東
北
三
大
地
主
、
庭
園
、
邸
宅
等
学
術
上
の
価
値

が
高
く
平
成　

年
国
指
定
名
勝
。
本
市
と
し
て
も
国
・
県

１７

の
補
助
事
業
を
最
大
限
に
活
用
し
、
後
世
の
た
め
に
も
保

存
整
備
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　

復
興
基
本
計
画
の
再
生
期
に
入
っ
た
平
成　

年
度
。
こ

２６

れ
ま
で
の
力
点
で
あ
っ
た
、
住
い
の
確
保
と
生
業
の
再
建

に
加
え
て
、
地
域
の
再
生
に
も
行
政
の
光
を
当
て
る
必
要

性
が
あ
る
。
見
解
を
伺
う
。

答　

そ
の
よ
う
な
視
点
で
、
東
部
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
の

話
し
合
い
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
現
在
、
そ
の
整
理

や
調
整
を
行
っ
て
お
り
、
実
施
計
画
へ
の
反
映
等
具
体
化

さ
せ
て
ゆ
く
。

問　

冠
水
・
暗
い
夜
道
・
道
路
と
宅
地
の
段
差
・
避
難
タ
ワ
ー

や
避
難
ビ
ル
の
確
保
等
々
、
安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り
の

ハ
ー
ド
的
な
予
算
確
保
策
は
。

答　

国
の
制
度
の
有
効
活
用
の
視
点
と
、
必
要
な
施
策
は
予

算
措
置
を
鑑
み
な
が
ら
前
向
き
に
対
応
す
る
。

問　

憲
法
は
、
知
る
権
利
、
結
社
・
言
論
・
出
版
の
自
由
、

思
想
・
良
心
の
自
由
、
内
心
の
自
由
を
国
民
の
基
本
的
人

権
と
し
て
認
め
、
議
員
を
含
め
公
務
員
に
対
し
憲
法
擁
護

義
務
を
課
し
て
い
る
。
憲
法
は
権
力
を
縛
り
、
法
律
は
国

民
を
縛
る
。
こ
の
立
憲
主
義
へ
の
見
解
を
伺
う
。

答　

国
民
は
憲
法
の
制
定
者
で
あ
り
、
当
然
に
今
後
も
、
市

職
員
を
含
む
市
民
の
権
利
は
護
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
。

・
市
民
の
健
康
に
つ
い
て

・
地
域
の
観
光
に
つ
い
て

・
地
域
の
再
生
に
も
行
政
の
光
を

　
　

－

東
部
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
を

中
心
に－

・
日
本
国
憲
法
と
公
務
員

　
　

－

立
憲
主
義
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　本市議会の様子は、議会開会中、どなたでも傍聴

することができます。ぜひ、お気軽にお越しください。

　車いすや団体での傍聴を希望する場合は、事前に

議会事務局へご連絡ください。

　本会議の開会時刻は、原則初日は午後１時、２日

目以降は午前10時となっておりますが、議会運営

上時刻が変更になることがございます。

　ご不明な点等がございましたら、議会事務局へお

問い合わせください。

市政を知るために
議会を傍聴してみませんか?
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７月４日、約50名の石巻市新規採用職員が、研修の一環として第２回定例会を傍聴しました。

　平成26年６月30日、不足する市立病院再建に係る財源措置について、これまで市長部局が中

心となり国・県等に要望を行ってきたところですが、今回、市議会でも協力し、地元選出県議

会議員立ち会いの下、宮城県知事及び宮城県議会議長に要望書を提出しました。

出席者は次のとおり

【宮　城　県】村井知事

【宮城県議会】安藤議長、渥美副議長、齋藤議員、本木議員、三浦議員、池田議員、坂下議員

【石　巻　市】亀山市長

【石巻市議会】安倍議長、青山副議長、丹野議員、千葉議員、大森議員、阿部正春議員、

阿部久一議員、首藤議員、櫻田議員、山口議員、�橋栄一議員、木村議員

「 新 規 採 用 職 員 研 修 」「 新 規 採 用 職 員 研 修 」

石巻市立病院再建のための財源措置に係る
要望書を提出しました。

▲宮城県議会安藤議長へ要望書を手渡す
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平成25年度　政務活動費執行状況

（注１）無会派議員のうち�橋左文議員は、政務活動費の交付申請を行っていないため、政務活動費は交付されており
ません。

（注２）※残額は市に対して返還済です。また、不足は会派から持ち出しとなっています。

残額支出計
その他
経　費

人件費
広　報
広聴費

資料費調査費
研　究
研修費

交付額人数会派名

02,101,510107,730264,0001,729,7802,100,0006石巻復興の会

199,2991,240,70152,06063,0001,125,6411,440,0004新世紀クラブ

83,9211,356,07982,2601,273,8191,440,0004ニ ュ ー 石 巻

01,440,00040,6101,399,3901,440,0004明 心 会

749,407330,59341,890288,7031,080,0003公 明 会

0803,88737,080766,807780,0002フロンティア石巻

160,767559,23312,4008,00054,470395,60388,760720,0002
日 本 共 産 党
石 巻 市 議 団

0756,54132,890723,651720,0002フォーラム石巻

11,939588,06134,56022,950530,551600,0002
い し の ま き
市 民 の 会

0360,000360,000360,0001
無会派
黒須　光男議員

238,495121,505121,505360,0001
無会派
阿部欽一郎議員

12,130317,870317,870330,0001
無会派
阿部　正春議員

0330,000330,000330,0001
無会派
阿部　利基議員

　政務活動費は、議員の調査研究における必要な経費の一部として、「石巻市議会政務

活動費交付条例」に基づき交付されています。

　交付の対象や方法などは次のとおりとなっています。

交付の対象　会派（１人会派を含む）

交付する額　１人につき、年額360,000円（月額30,000円）

交付の方法　年度当初に一括交付

収支報告書　翌年度の４月30日までに提出。領収書（金額に関わらず全ての領収書）等

の写しを添付。

政務活動費とは
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　市議会では、より多くの市民の皆様を議場にお招きし、議会を身近に感じ、議会活動についての理解

を深めていただくため、６月20日、第２回定例会の開会前に議場コンサートを開催しました。

議会トピックス石巻市議会「第15回議場コンサート」

石巻市議会豆知識

Ｑ　議長、副議長の役割は？

Ａ　議長は、議会を代表する地位にあり、議場の秩

序の保持や議事の整理、議会の事務処理をします。

副議長は、議長が不在のときに議長の代わりをし

ます。議長、副議長は、議員の中から選挙で選ば

れます。

Ｑ　議会がないとき、議員は何をしてい

るの？

Ａ　個人、委員会又は会派で、勉強や現地視察など

で、調査研究し、次の定例会などに備えています。

？？？

出演者　コール・パストラーレ

（女声コーラス）

　　　　指揮：山田　正明

　　　　ピアノ伴奏： 太田　由紀

入場料　無料

合唱曲　１　夏の思い出

２　夏は来ぬ

３　浜辺の歌

４　港町十三番地

５　女声合唱のための讃歌

「千年の風」より

▲▼議場コンサートの様子

　5月28日、東京都日比谷公会堂において、

全国市議会議長会第90回定期総会が開催

され、次の方々が表彰されました。

◎特別表彰（市議会議員在職20年以上）

　　阿部　純孝　前議員

◎一般表彰（市議会議員在職15年以上）

　　阿部　仁州　前議員

◎一般表彰（市議会議員在職10年以上）

　　黒須　光男　議員

　　阿部　久一　議員

　　大森　秀一　議員

　　水澤冨士江　議員

◎感謝状（全国市議会議長会産業経済委員
会副委員長として）

　　阿部欽一郎　議員

表　　彰�����
�����

�����
�����
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　平成23年３月11日の東日本大震災により、湊中
学校も大きな被害を受けました。
　震災後、中里小学校校庭のプレハブ仮設校舎で学
習や部活動を行ってきましたが、今年の３月に湊地
区にある本校舎に戻ることができました。
　日本体育大学からは、部活動の支援や本校舎に戻
る際の引っ越しの手伝いなど、継続的な支援をも
らっていたところです。４月には、修学旅行で日本
体育大学世田谷キャンパスを訪問し、お礼に大漁旗
で作った法被を身にまとい南中ソーランを披露して
きました。

５月
１日　千葉県柏市議会行政視察来石
８日　宮城県議会建設企業委員会県内調査
９日　議会運営委員会、市議会第２回臨時会
　　　環境教育委員会
１３日　北海道網走市議会行政視察来石
１４日　山梨県富士吉田市議会行政視察来石
１６日　兵庫県三田市議会行政視察来石
２５日　石巻市議会議員一般選挙
２６日　当選証書附与式
　　　当選議員説明会

６月
５日　議員懇談会・議員説明会
１２日　市議会第３回臨時会（～6月13日まで）
１３日　議会運営委員会、広報広聴委員会
１６日　総務企画委員会勉強会
１７日　議会運営委員会
　　　環境教育委員会勉強会
１８日　保健福祉委員会勉強会
１９日　産業建設委員会勉強会
２０日　第２回定例会（～７月７日まで）
　　　全員協議会、議場コンサート
２３日　本会議（条例案、予算案等審議）
　　　広報広聴委員会
２５日　総務企画委員会、環境教育委員会
２６日　保健福祉委員会、産業建設委員会
２７日　議会運営委員会

３０日　県知事、県議会議長への要望書提出
　　　保健福祉委員会

７月
１日　本会議（一般質問）
２日　本会議（一般質問）
３日　本会議（一般質問）
４日　議会運営委員会、本会議（一般質問）
５日　保健福祉委員会
７日　本会議（委員長報告、追加議案審議、閉会）
１０日　京都府舞鶴市議会行政視察来石
１５日　富山県滑川市議会行政視察来石
１５日～１８日　ニュー石巻　　行政視察
　　　　　　創生会　　　　行政視察
　　　　　　石巻復興の会　行政視察
１６日　愛知県豊川市議会行政視察来石
１７日　熊本県宇土市議会行政視察来石
２２日　石川県加賀市議会行政視察来石
２２日～２４日　日本共産党石巻市議団　行政視察
２３日　静岡県湖西市議会行政視察来石
２８日　大阪府柏原市議会行政視察来石
２９日　東京都小金井市議会行政視察来石
３０日　宮崎県延岡市議会行政視察来石
３１日　石巻川開き祭り前夜祭

８月
１日　石巻川開き祭り

議会の動き

表紙から

編 集 後 記
　この市議会だよりは、年４回開かれる定例会の審議の
内容を中心に議会の活動を広く市民の皆さまに、お知ら
せするために全戸配布しております。
　６月に行われた第２回定例会は、一般選挙後、定数
が30人となって初めての定例会となり、復興事業や市
立病院などに関する議案が審議され、一般質問には20
名の議員が登壇し、市長の政治姿勢など市政について
様々な角度から議論が展開されました。
　議会では、復興関係はもとより、皆さまの生活に直結
する議題を活発に議論しております。
　我々広報広聴委員会は、その内容を少しでも「皆さま
と共有していきたい。」との思いから、議会だよりのほか
に市議会ホームページなど、様々な広報活動を展開し
ており、また、議員が直接市民の皆さまの声を、お伺い
する議会報告会も実施に向けて準備しています。
　これからも、より開かれた議会広報を目指して参りま
すので、皆さまからのご意見や感想などをお寄せいただ
ければ幸いです。
　今後とも石巻市議会に対しまして、ご理解、ご協力を
いただきたいと思いますので、よろしくお願いをいたします。

広報広聴委員会委員長　丹野　　清


